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1. はじめに
　人間は、知らないことに対して恐怖心を持つことがある。そのため、異なる文化に対して、偏
見やステレオタイプを持つこともあるだろう。しかし、異文化に対する認識が深まれば、その文
化に対して肯定的な感情をもち、知らない文化から多くを学び、楽しみながら、異文化適応能力
を身に付けることができる。この異文化適応能力は、これからのグローバル社会で中学校、高等
学校の教壇に立ち、コミュニケーション科目としての英語を生徒に教えていく教職課程に在籍す
る大学生にとって、特に重要な能力である。
　武蔵野大学教育学部教育学科で、１年生に対して展開されている「現代英米事情」は、中高（英
語）の教員免許取得を目指している学生が、前期にイギリス、後期にアメリカのそれぞれの国の
歴史、社会、政治、文化について包括的に学ぶ科目である。この科目では、イギリス、アメリカ
についての知識の習得にとどまらず、その知識を得たうえで、異文化に対する共感力や異文化適
応能力を伸ばすことを目標にしている。
　本稿では「現代英米事情」の授業開始前に調査した、履修生が持つイギリスに対するイメージ
が、授業を経てどのように変容したのかを学生のふりかえりのコメントから分析することにより、
異文化適応能力の深化という観点から検証する。分析にあたっては、Bennett（1993）による異
文化感受性発達モデルを用いる。
　知識が身についたかどうかは、試験をすればある一定の結果が得られるが、異文化適応能力は、
体験を通して学んでいくものであり、試験ではかることが困難である。そのため、異文化感受性
*
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発達モデルを用いて、試験では得られない学習効果を測定することで、今後の授業運営に活かし
たい。
2. 研究背景
　本節では、異文化適応能力の分析の軸として使用する Bennett（1993）の異文化感受性発達
モデルについて概観し、本研究への適用について説明する。異文化を認知し理解する能力は、
人間に生まれつき備わっている特性ではないために、教育とトレーニングで伸ばす必要がある
（Bennett, 1993）。異文化感受性発達モデルとは文化の違いに対する人間の心理的対応力を分析
し、適応力を 6 つの段階に分けたものである。
　Bennett（1993）によると、多くの場合、人は初めは自文化中心主義であるが、異文化に対す
る感受性が高まるにつれ、自文化を中心として価値判断をおこなう自文化中心主義から文化に優
劣はないと認識する文化相対主義へと移行する。この 6 つの発達の段階は、以下の通りである。
　（１）文化多様性は自分とは関係のないどこか遠くで起こっている事象だと考える「否定段階」。
この段階では心理的また距離的に異文化と距離があるために異文化そのものを否定している。あ
まり異文化と接する機会がない、また興味もないと思っている多くの人たちはこの段階にいると
考えられる。
　（２）文化の差異を脅威または崇拝する「防衛段階」。この段階では、異文化の存在は認識し、
文化が違うということもわかるが、その違いを自文化の価値観に基づいて判断することによって
自分の考えを守ろうとする。このため相手文化を見下し、自文化が優越していると考える。また
一方で、この段階では文化の違いを認識することによって、相手文化に傾倒し、自文化を否定的
にみる逆防衛も起こりうる。防衛、逆防衛はどちらも文化を良い悪いと両極化するという意味に
おいてあまり変わりはない。
　（３）文化を表面的に認識し、文化間に大きな差異はないとする「過少化段階」。この段階では
表面的な文化の違いには気づくが、全ての人間は本質的に同じであると考える。根本的な、究極
的なところ（人間であるなど）で同じであるため、文化の違いは大きな問題ではないと考える。
共通点を強調することで相違点から目をそらそうとする。
　（４）文化の違いを認識し、肯定的にも否定的にも自文化の価値観で判断しない「受容段階」。
文化の違いを認識し、それぞれの違いに優劣は存在しないと考えるようになる。自文化を相手文
化の文脈内でとらえることができ、異なる行動様式や価値観を受け入れることができるようにな
る。この受容段階以降が文化の違いを認識しながら文化に優劣をつけず、異なる考え方や価値観
を受け入れる文化相対主義である。
　（５）異文化の人々と適切にコミュニケーションを行うことができる意識と能力をもつ「適応
段階」。この段階では、相手の世界観を理解し、相手の視点からものごとを見ることが可能にな
り共感できるようになる。相手文化をよりよく理解し、その文化に適応することが可能になるた
め相手文化の文脈内で適切なコミュニケーションをとることができるようになる。
　（６）自文化のアイデンティティを保ちながら、様々な文化を自己内に統合する「統合段階」。
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この段階に達すると自分の中に複数の文化を持ち、時と場合によってどの文化アイデンティティ
のもとにでも行動することができる。自文化に対する確固たるアイデンティティは持ちつつ、複
数の文化的視点からものごとを観察・解釈することが可能になる。
　（１）～（３）は自文化を中心に優劣等の判断をする自文化中心主義の段階であり、（４）～（６）
は文化の違いを尊重し一つの価値観で判断しない文化相対主義である。自文化中心主義であるこ
とは、異文化多様性の社会において差別や偏見といった問題を引き起こす場合がある。
　多様性が尊重される社会においては、様々な異文化体験を積むことによって学生たちも文化相
対主義へと認知的に発展することが望ましい。「現代英米事情」を履修している学生は将来小中
高等学校で多様性に直面することになろう。公立中学校では様々な国籍を持つ児童・生徒が日本
人と共に学んでおり、教師は彼らへのサポートも行う。公立中学校に在籍する外国人数は平成
27 年には２万 1474 人（文部科学省 2015 年）であり、今後も増加する可能性は高い。このよう
な異文化接触において、自文化からの優劣によって相手を判断する自文化中心主義の考え方を保
持したままでは、児童・生徒たちとの適切な信頼関係を築くことは難しい。よって、文化の違い
を十分に理解尊重できる文化相対主義の世界観が必要不可欠になる。
　では、学生たちの将来のためにも、文化の違いを適切に認知し、尊重する能力を育成するため
には、どのような方策が有用なのであろうか。異文化感受性発達モデルの段階を進んでいくには、
様々な異文化接触が必要になる。接触の中で失敗や成功を繰り返すことで、少しずつ異文化に対
する恐れ、不安を克服してゆくことが可能になるのである。近年、日本にも様々な文化的バック
グラウンドを持つ人を見かけることが多くなった。実際、平成 30 年末の在留外国人数は 273 万
1093 人であり、過去最高を記録した（法務省入国管理局）。また、訪日外国人旅行者に至っては
平成 30 年では 3119 万 2000 人に上りこちらも過去最高を記録した（日本政府観光局、2019 年）。
しかし一方で、多くの大学生にとって日常生活において異文化接触や異文化体験をする機会は、
それほど多くはない。こうした環境下で、学生にどのように、より多くの「異文化体験」を促す
かが課題である。「現代英米事情」は前後期でイギリスとアメリカの政治、社会、文化、宗教な
どを取り上げ多角的にイギリス・アメリカを理解することを目的としているが、この授業という
限られた時間と空間の中で、イギリス・アメリカの歴史や文化について発表やディスカッション
を中心にした学びを展開することで、学生の異文化適応能力を高めていくことが本科目の使命で
ある。次節からは、本科目内で行った取り組みを紹介しながら、学生の異文化に対する意識がど
のように変容していったかを、異文化感受性発達モデルを軸にして分析していく。
3. 調査方法
　本研究では「現代英米事情」を通じて、学生のイギリスに対して持つイメージがどのように変
容したか、そこに異文化適応能力の深化が見られるかを調査した。調査にあたっては、初回の授
業でイギリスに対するイメージや知っていることを絵に描いてもらい、グループワークとして意
見交換を行った後そのふりかえりを行った（【研究１】）。そして、それから 2 か月半後に、授業
を通して、イギリスに対する知識がどの程度深まり、イメージがどのように変化したかをアンケー
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トにより調査した（【研究２】）（アンケート用紙は付録を参照）。
　イギリスは中学生にとって相対的に認知度の高い国であり、ヨーロッパ諸国の中では最も認知
度が高いと言われている（帝国書院、2005）。そのため、本科目を履修する学生たちにもなじみ
の強い国ではあると考えられるが、大学に入学したばかりの１年生がどの程度の知識を持ってい
るかは未知数である。本研究では、学生のイギリスに対する理解を探るため、絵を描いてもらう
という方法をとった。イギリスに対するイメージを思い浮かべ、絵に描くことによってどの程度
イギリスを知っているか、またどのようにイメージしているかを自ら理解するとともに、知らな
いことを自覚することができる。また学生のふりかえりを分析することによってイギリスという
異文化に対する意識を読み解いた。学生のコメントは授業時に配布されたコメント用紙へのフ
リーライティングから抜粋することとした。さらにアクティビティから 2 か月半後に行ったアン
ケート調査から、学生のイギリス文化に対する意識の変化を Bennett（1993）の異文化感受性発
達モデルを軸に分析する。
３.1.【研究１】授業前のイギリスについてのイメージ調査
　【研究１】では、グループでディスカッションを行うというアクティブラーニングの手法で行
われたイメージの調査についての分析を行う。グループ分けについては、本科目の履修者 49 名中、
第１回目の授業に出席した 47 名を無作為に 9 つに分類した。はじめに、学生たちは各自でイギ
リスについてのイメージを考え、その後グループに分かれて、共同で模造紙にイギリスに対する
イメージを絵で描いた。そして、最後にふりかえりとして、フリーライティングで感想・コメン
トを書いた。
　学生が描いた絵のうち、２点を図 1 として次に掲載する。４．１．でこのイメージ調査につい
ての分析と考察を行う。
図１　イギリスに対するイメージのサンプル
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３. ２.【研究２】授業後のイギリスについてのイメージの変容
　【研究２】では、８回の授業を経て、学生の異文化に対するイメージがどのように変容したかを、
アンケート調査で明らかにする。本節では、８回目の授業の内容を紹介し、アンケートがどのよ
うな意図により実施されたかを説明する。
　８回の授業内容は以下の表 1 の通りである。
表１「現代英米事情」の第１回～第８回の授業内容と活動
第 1回 イギリスの歴史 新⽯器時代〜エリザベス 1世統治下まで
第 2回 イギリスの歴史 奴隷貿易と産業⾰命〜第 1次世界⼤戦終結まで
第 3回 イギリスの歴史グループ発表（9グ
ループそれぞれがテーマを選び、調
べ、クラス内で書画カメラを利⽤し
発表する）
＜発表テーマ＞
ピューリタン⾰命、百年戦争、ウェールズ併合、イングランド・
スコットランドの議会合同、アイルランド併合、⽇英同盟、ボー
ア戦争、第⼆次世界⼤戦、インド独⽴
第 4回 イギリスの歴史グループ発表続き 第 3回の後半グループの発表と振り返り
第 5回 イギリスの政治体制 イギリスの⽴憲君主制の特徴と、議会の歴史を学び、⽇本との相
違点を考える
第 6回 イギリスの政治家たち
グループ発表（9グループそれぞれ
がテーマを選び、調べ、クラス内で
パワーポイントを利⽤し発表する）
＜発表対象政治家＞
ウォルポール、オリバー・クロムウェル、セシル・ローズ、ネヴ
ィル・チェンバレン、ディズレｰリ、ロイド・ジョージ、チャーチ
ル、サッチャー、ブレア
第 7回 王室と皇室 英国王室の歴史と、⽇本の皇室との違いを学ぶ
第 8回 イギリスの宗教 旧約聖書と新約聖書、また教養としてギリシャ神話を取り上げる
また、テーマごとのグループ・ディスカッションを取り⼊れた。例えば、第 5回イギリ
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　知識を得ることは学びにおいて最も重要な要素ではあるが、授業のもう一方の側面での目的で
ある異文化適応能力の深化は、知識のみを通じて得られるのではなく、体験によって身につける
ことが可能になるものである。そのため、「現代英米事情」においては学生自身が積極的な情報
の発信者であり、授業の主役である（荒木、2008）ことを意識し、従来の知識集積型授業ではな
い、体験型学習を多く取り入れた。
　具体的には第 3 回、6 回授業でグループ・プレゼンテーションを行った。グループ・プレゼン
テーションのテーマはそれぞれ、イギリスの歴史上の事象（名誉革命、百年戦争、ウェールズ併
合等）、イギリスの著名な政治家たち（セシル・ローズ、ネヴィル・チェンバレン、ウィンスト
ン・チャーチル等）である。学生たちはグループで決めた発表対象者や歴史的事象を調べ、パワー
ポイントを使って 10 分程度で発表をした。グループではあるが全員に発話させることによって、
大勢の前で発表することに対する経験を積む機会とした。多くの人は大勢の前で話すことには不
安や恐れを感じるが、そのような不安や恐れは経験によって自信に変わり、不安を解消すること
ができるようになる（浅井、2016）。プレゼンテーションは、ただ発表して終わりとするのでは
なく、クラスメート全員が他グループの発表を項目ごとにコメント・評価し、その用紙を筆者が
集計したのち、結果を各グループにフィードバックした。このようなプロセスにより、発表者た
ちは自分たちの発表を客観的に見ることが可能になり、また今後の発表に活かすことができるよ
うになった。
　さらに上記のグループ・プレゼンテーションに加え、他の授業回では、テーマごとのグループ・
ディスカッションを取り入れた。例えば、第 5 回イギリスの政治体制を扱った授業では、「イギ
リスと日本の二院制との違いと考えられるメリット・デメリット」、第 7 回では「皇室と王室の
皇位、王位継承問題」について討論した。学生たちは講義から知識、情報を得た後、グループに
分かれ、話し合いをし、問題解決にあたった後、グループの代表が、クラス全体に発表をした。
学生の中には苦手意識が見られる学生もいたが、毎回の授業での体験で少しずつ苦手意識を克服
し、堂々と発表ができるようになってきた。
　さらに、「イギリスの歴史」では、歴史に対する苦手意識を持つ学生が多く、学びが受動的一
辺倒になってしまうことを防ぐため、クイズ作成を取り入れた。グループで対象事象に関してク
イズを作り、クラスメートにクイズの出題をした。クイズを作るために、学生たちは積極的にそ
の事象を学び、また、クイズ出題の時には、どのように出題したらクラスメートたちに興味を持っ
て聞いてもらえるかなどを考え発表することができた。
　このように学生がグループで主体的に学ぶことによって、自分一人では達成が難しい課題も可
能になり、チーム内で効果的に機能するための経験も身につけることができるようになる。そし
てまた、他者とのかかわりにより、自分とは違った価値観や考えに触れ、自分自身の成長につな
げることが可能になる。これは異文化適応能力において必要な力である。
　【研究２】では上記の 8 回の授業ののち、9 回目の授業で行ったアンケート調査についての分
析を行う。アンケート調査の目的は学生たちのイギリスに対するイメージがどのように変わった
のか（また変わらなかったのか）、彼らにとって異文化であるイギリスの対する感受性は現段階（ア
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ンケート実施時）でどのような段階であるかを分析することである。アンケートは学生自身の言
葉で語らせる手法をとった（アンケート用紙は付録を参照）。４. ２. でこのアンケートの調査結
果について分析する。
4. 分析と考察
４. １.【研究１】授業前のイギリスについてのイメージ調査
　学生が描いた絵から読み解けることとして、彼らのイギリスに対するイメージが見える文化（表
層文化）に集中していることが挙げられる。Hall（1976）によれば、文化は氷山に例えられ、氷
山の海面から出ているほんの一部は見える文化（食事、服、言語、宗教、踊り、文学、建築物など）、
残りは見えない文化（価値、信念、規範、思考パターンなど）を意味する。トロンペナールス・
ハムデン - ターナー（2001）はさらに文化を（１）表層：　明示的文化の産物、（２）中間層：
規範と価値観、（３）中核：存在への仮定、と 3 つに分類している。（１）表層：明示的文化は
Hall の表層文化と同様に、言語、食べ物、建造物、住宅、ファッション、芸術など観察可能な実
態を指す。また（２）中間層：規範と価値観は、何が「善」で何が「悪」であるかといった共通
の意味であり、その定義である。さらに、（３）中核：存在への仮定とは、人間の存在において
自明のこととなり、意識から消滅している基本的仮定を示す。トロンペナールス・ハムデン - ター
ナー（2001）は何が基本的仮定の１つであるかをテストする方法として、質問が回答者にいら立
ちや混乱をもたらしたとき、その質問が基本的仮定をついているからだとしている。多くの異文
化間葛藤などはこの見えない文化（深層文化）、中間層、中核から生まれるものである。絵を描
くというアクティビティからでは目に見えない文化を描くことは難しい。そのため、学生の絵か
らのみ見えない文化認知度を判定することは難しいが、それはのちの学生のコメントによって補
われる。
描かれていた絵：ユニオン・ジャック、ハリー・ポッター、紅茶、2 階建てバス、サッカー、金髪の人、
ビッグベン、テニス、産業革命（機関車）、オリンピック、グリニッジ天文台、王室（エリザベス女王、
ウィリアム王子など）、ビートルズ、ワン・ダイレクション、フィッシュ・アンド・チップス
　学生のコメントの多くはイギリスに対する自分の知識に関するものであった。35 名（74.4%）
がイギリスについて「よく知らなかった」、「知らないことがわかった」と回答している。その中
には自分の知識の浅さに対する率直なコメントが多く見られた。また、「イギリスは有名な国な
ので、イメージを聞かれてもすぐに出るだろうと思っていましたが、なかなか出ずにびっくりし
ました」、「実際に書いてみると、イギリスって何がある？から始まりました」、「有名な国ではあ
るが詳しい知識があるわけではなかった」のコメントからは、良く知られた国であるはずのイギ
リスという国を、思っていた以上に知らなかったことに対する素直な驚きが見られた。また、イ
ギリスの位置を知らなかった学生もいた。
　さらに、学生自身のイギリスに対する具体的知識について触れるコメントもあり、その多くが
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イギリスの表層的なことは知っている（15 名、31.9%）に分類される。イギリスの表層文化を知っ
ていたとする学生たちは「有名な建物（ビッグベン）」「食べ物（フィッシュ・アンド・チップス）」
「スポーツ（サッカー）」を挙げた。実際これらは彼らの絵にも多く登場している、学生のイギリ
スに対する典型的なイメージであると考えられる。さらにアメリカと比較し、アメリカに比べる
と知識が少ないとコメントした学生もいた。
　また、これからの授業を通してイギリスについて学んでいきたいという意見も多々見られた（40
名、85.1%）。現状の表層的な知識ではなく深い知識を求めるコメントも見られた。例えば、「イ
ギリスについてさらなる深い学びをしたい」「イギリスの歴史がなぜそうなったか詳しいところ
まで調べたり学んでいきたい」等である。第 1 回の授業で自分たちの知識度合いを自ら認識する
ことによって、自ら積極的に新しい学びを求める姿勢が多く見られ、今後の授業に真摯に取り組
もうとする姿勢を読み取ることができる。ふりかえりを通して、自分たちの知らないことを知る
ことによって学ぶ意欲を得ることができたと考えられる。
　イギリスのイメージを絵に描くグループワークに関しては 26 名（55.7%）が言及し、そのコメ
ントの全てがグループワークに好意的なものであった。グループワークを通して、ほとんど話し
たことのなかったクラスメートと共同作業をすることによって会話が弾み、楽しい時間を過ごし
たとする意見として、「全く話したことのない人たちとグループ活動するのはドキドキしたけど、
楽しかったです」等のコメントが得られた。さらに、今後のグループ活動を期待する声も多かっ
た。「今回のようなグループワークがたくさんあるといいなと思った」等である。また、絵を描
くという行為そのものに楽しみを見出した意見も見られた。「久しぶりにクレヨンを使って絵を
かいて楽しかったです」等である。全員が大学 1 年生ということもあり、4 月の授業当初はまだ
お互いによく知らない中で、無作為に割り当てられたグループで初めてのグループ活動を行うこ
とは容易なことではない。多くの人はグループでのコミュニケーションに対して何らかの懸念や
不安を抱くが、そうしたコミュニケーション不安の原因の１つとして課題が自分にとって難しい
と感じ、その結果自分では課題達成ができないと思い込むことが挙げられる（浅井、2016）。よっ
て、大きな模造紙にクレヨンを使って絵を描くという達成難易度が高くなく、正解不正解のない
アクティビティを課題とすることで、学生の新しいグループに参加することへの不安感や恐れの
表出を防ぐことができたと考えている。
　また、第 1 回目授業時点での学生たちの異文化感受性発達モデルの段階に関しては、イギリス
に対して知識をあまり持っていないと認識しているコメントが多かったこと（全体の 74.4%）か
ら、異文化感受性発達モデルの最初の段階である「否定」の段階にあると推察される。学生は心
理的にも距離的にも対象国イギリスと距離があり、異文化（イギリス）を日常生活の中で意識す
る機会がほとんどない。学生とイギリスとの接点は、絵に描かれていた、ハリー・ポッターのよ
うな映画や、プレミアリーグに代表されるようなサッカー、そして高校時の世界史の授業である。
　また、コメントでは世界史で学んだにも関わらず、イギリスに関する知識の乏しさを表すもの
が多かった。「イギリスは有名な国だし、世界史でもやったんだからすぐかけると最初は思って
いました。しかし、実際に書いてみると『イギリスって何がある？』から始まりました」、「イギ
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リスのものやイメージなどを書いてみたときに、意外と思いつきませんでした。班で話し合って
も、ビッグベンとかフィッシュ・アンド・チップス有名なものだけしかでてきませんでした。中
学校・高校の世界史で勉強しているはずなのに出てこなかったのでイギリスの文化など 1 から学
んでいきたい」などである。このように高校の世界史からの知識もイギリスという異文化を理解
するにはあまり期待できない。
　以上のように、絵を描くグループワークとフリーライティングのコメントから、「現代英米事情」
受講学生の第 1 回授業時の異文化感受性発達モデルの段階はおおむね文化についての違いが見え
ない「否定」の段階であると言える。もちろん、これらのコメントだけで読み解くことは難しく、
「否定」の段階と「防衛」の段階の間、もしくは「逆防衛」の段階にある学生もいる可能性はある。
しかし彼らは心理的にも物理的にもイギリスとの間に距離があり、イギリス文化との違いを認識
するだけの十分な知識を得ていない。他文化（イギリス文化）が存在しないとは思っていないが
（表層的な文化を挙げているため）、自分たちの世界とは関係のない別のどこか遠くの話だと認識
している。こうした学生の異文化に対する認知が 2 か月半の授業を通して、どのように変化した
のかを次に考察する。
４. ２.【研究２】授業後のイギリスについてのイメージの変容
　本節では第９回目の授業で行ったアンケート結果をもとに、授業後の異文化に対する変容につ
いて論じる（アンケート用紙は付録を参照）。
　アンケート項目１は第 1 回授業時と比べて、イギリスについて下記にあるようなトピックにつ
いてどのような理解ができたかを尋ねた。５項目まで回答可能とし、選択肢ではなくフリーライ
ティングで行った。結果を表 2 にまとめた。
表２「イギリスのイメージ調査」アンケート項目１の結果
　表 2 では、学生のイギリスに対する全般的な知識の上昇が見受けられる。「イギリスの歴史」
に関しては、授業内でできるだけ日本史との関連付けを行ったため、成果として理解が深まった
と考えられる。これは、イギリス史のみを取り上げると、異文化感受性発達モデルの「否定」段
階の反応のように、自分とは関係のないどこか遠くの国の話となってしまう懸念があるため、イ
ギリス史を扱いながらも、折々日本史を織り込み、日本史をイギリス史の中でとらえるように努
めた成果であると考えられる。イギリス史、日本史、と別々扱ってしまうことによって、日本（日
理解できた項⽬ 回答数
イギリスの歴史 43
イギリス王室と⽇本の皇室の相違点等 41
ギリシャ神話 15
キリスト教、聖書 13
イギリスの政治制度 29
グループ・プレゼンテーションからの学び 30
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本人である自分の文化）とイギリス（イギリス文化）とが全く分離してしまう。こうした分離は
相手国文化に対してさらなる心理的距離感を生み出してしまうため、イギリスの歴史の中で日本
史を扱うことでこうした距離感を最小限に抑えようと試みた。実際に、「日本が関ヶ原の戦いを
行っている時期にイギリスはもうアジアとの交易を始めていたと考えると驚きです」という学生
のコメントに見られるようにイギリス史の中で日本史を見ることで包括的な見方が可能になっ
た。また、学生たちによるグループ・プレゼンテーション内でも、イギリスの歴史事象を扱いな
がらも、日本はその時どのような状況にあったかを調べ、発表した班が複数あった。
　また、アクティブ・ラーニングの一環として取り入れたグループ・プレゼンテーションからの
学びを挙げる学生が 30 名いた。グループで自主的に調べ、学習することによって知識の獲得が
なされたことがうかがわれる。
　アンケート項目 2 ではイギリスのイメージがどのように変わった、変わらなかったかを尋ねた。
さらに項目 3 ではイギリスに行ってみたいか、あまり行きたくないかを尋ね、その理由も尋ねた。
アンケート 2、3 項目への回答は様々であり、個人差が現れた。この項目に対する回答を異文化
感受性発達モデルの観点から分析した。ここでは 5 名の回答を分析する。
　はじめにイギリスへのイメージが変わらないとした学生 A を取り上げる。学生 A は、イギリ
スには行きたくないと答え、その理由として料理がまずいと答えた。またさらなる回答ではイギ
リスの貴族院について触れ、貴族院制度は「おかしい」「日本の方が好き」と回答している。授
業を通して、イギリスに対して一定の知識は得たが、自文化から相手文化（この場合イギリス文
化）を見下していることが読み取れる。「料理がまずい」「貴族院制度はおかしい」といった評価
は自文化からの視点による判断である。こうした自文化と他文化を比較し、自文化の視点から優
位性を感じるのは「防衛」段階といえる。このステージにいる人は、「海外に行けば日本の良さ
がわかる」や「あの人たちも日本人と同じように行動すればいいのに」といった言葉を述べる傾
向がある。どちらのコメントも自文化を中心に考え、結果、自文化を相手の文化よりも優れてい
るとみなす。
　同様に、学生 B は、イギリスに対するイメージは変わらないと回答し、イギリスには行きた
くないと答えている。その理由としては「ご飯がまずかったから」「近年テロ活動がイギリスで
起こっていたりして、どうしても危険な国というイメージがあるから生命の危険を感じます」と
述べている。学生 A と同様に「ご飯がまずい」という評価は自文化からの主観的判断である。
またテロ活動や治安への不安に関しては、確かに 2017 年 3 月にロンドンで自動車による無差別
テロが行われ、6 人が死亡する事件があった。また 2005 年にはロンドンで同時爆破テロが起こり、
56 人が犠牲になった。しかしながらイギリスだけが極端に無差別殺傷事件が多いわけではない。
学生 B はイギリスでのテロ事件と他のヨーロッパの国々でのテロ事件またはアメリカでのテロ
事件などを全て一緒にカテゴリー化している可能性がある。これは「否定」段階の特徴である。「否
定」段階の１つの特徴として、異文化の存在は認めるもののカテゴリー化が広すぎて曖昧である
ことが挙げられる。例えば、日本人も韓国人も中国人も同じカテゴリーのアジア人として認識す
る。つまりイギリスを他のヨーロッパ諸国とはっきりとは識別できていない可能性がテロに関す
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る学生 B のコメントから読み取れる。授業内で学び、イギリスに対する知識は深まったものの、
まだイギリスに対してあいまいな点があるように見受けられる。さらに、学生 B のコメントか
ら学生 B は「治安のよい日本」との比較から「治安の悪いテロ活動もあり生命の危険があるイ
ギリス」と自文化からの優劣の判断があると読み取れる。以上から、学生 B は「否定」と「防衛」
の両段階にあると考えられる。
　学生 C は、イギリスに対するイメージの変化に対して「前までは華やかで強くて、負けを知
らない国というイメージがあったけれど、たくさんの戦争経験をして財政難なども乗り越えた国
で、そんな歴史があったからこそ、今のキラキラしたイメージのイギリスがあるのかなと思った」
と回答した。さらにイギリスには行きたいと回答し、以前から「おしゃれ」なロンドンに行って
みたいという気持ちがあった、と答えている。さらに、日本は「固い」イメージだがイギリスは
「自由で女性も輝ける社会」であると考え。日本が「もっと自由な国」になったら「楽しく過ご
せる人が増える」と述べている。学生 C は授業を通してイギリスの歴史や社会に関する知識を
得ることができたことがコメントから読み取ることができる。一方日本は「固く」イギリスは「自
由」というように両文化を比較分離し、イギリスに優位性を与えている。この両極化は「防衛」
段階の特徴である。このように日本とイギリスの文化を比較し、相手文化であるイギリスの方が
優れていると考えているため学生 C は「逆防衛」段階にあると考えられる。また「防衛」段階
での特徴として表面的なステレオタイプで相手を見る特徴があるが、「おしゃれ」や「自由で女
性も輝ける社会」とイギリスを見る見方は C のもつステレオタイプである可能性は否定できない。
ただし、学生 A、学生 B と学生 C との違いは、学生 C は相手文化を優れているとし、自文化を
好ましくないとする評価を与えている点である。これは「防衛」段階の中の「逆防衛」に当たる。
一見、相手文化を尊重しているように見えるが、逆防衛も自文化から相手の文化を評価・判断す
るという点において、防衛と本質的には同じである。
　学生 D は、イギリスに対するイメージの変化に対して、「イギリスは王がいたり、産業革命が
早期にあり、日本との共通点なんてないと思ってました。ですが責任内閣制などの日本との共通
点を知ることができて、イギリスを少し身近に感じることができました」とコメントしている。
また日本とイギリスは同じ島国にも関わらず、相違点があると述べ、さらに、イギリスに行って
みたい理由としては「一般にまずいと言われているイギリスの料理」を食べることを挙げている。
学生 D は、イギリスと日本との共通点と相違点に着目している。日本とイギリスは共通点があ
りつつも、相違点もあるとし、その相違点や共通点に優劣をつけてはいないようにコメントから
受け取れる。表面的な文化の違い（食事、習慣など）は理解しているが、一方で共通性を重視し、
その共通性があるために異文化（この場合のイギリス）を「身近に感じる」学生 D は異文化感
受性発達モデルでは「過少化」の段階にある。過少化の段階では、人々の基本的な価値の類似性
を強調する。イギリスは産業革命が早くに始まり日本とは違うと思っていたが、政治体制は同じ
だから身近に感じる、つまり日本とそう変わらないという認識の仕方である。この段階の人は、
「習慣は確かに違う、でもよく知り合えば彼らは私たちとよく似ている」「結局、人間はみな同じ、
世界はせまい」と考える。過少化は異文化感受性発達モデルにおいて自文化中心主義の最後の段
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階である、この段階を乗り越えると文化相対主義の最初の段階である「受容」に入る。
　最後に、学生 E を取り上げる。学生 E はイギリスへのイメージ変化に対し「今のような盤石
なイメージが少し変わり、様々な苦難を乗り越えて今のイギリスがあるのだと再認識した」と述
べ、イギリスには歴史的建造物を見に訪れたいと回答した。さらに日本とイギリスとの違いを、
「時代によって異なるが、イギリスの方が身分の差がはっきりとしている」「日本は身分差ははっ
きりしていないからこそ慣習的精神的に残っていると思う」とコメントしている。学生 E は自
文化である日本の見えない文化に対する深い気づきを得ている。また、イギリスと日本との違い
に関しても自文化からの優劣をつけることも、その差異を低く見積もることもしていない。これ
らの点から学生 E は「受容」段階に足を踏み入れている可能性は否定できない。受容段階では
自文化に対する深い理解と気づきがあり、そして相手文化も自文化と同じように優劣による判断
なしに受け入れる段階である。ただし、文化相対主義の最初の段階である「受容」までは、様々
な異文化接触による失敗や成功を繰り返し、ようやくたどり着ける段階であるため、学生 E が「受
容」段階であるとするには、学生 E のこれまでの異文化接触体験を知る必要がある。短いアンケー
ト調査回答から完全に読み解くことは難しいが、しかし、学生 E の自文化に対する深い洞察と
イギリスと日本との違いに対する客観性は「受容」段階への可能性は示唆している。
　イギリスに対するイメージ変化を、肯定的イメージ、否定的イメージ、変わらないに分類し、
図 2 のグラフにまとめた。
図２　イメージはどのように変化したのか 
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　イギリスに対して否定的イメージを持った 3 名中 2 名がイギリスには行きたくないと答え、そ
の理由として「奴隷にされたくないから」「歴史を習ってあまりよいイメージがなくなった」で
あった。奴隷にされるというのは回答者の誤解、あるいはユーモアなのかもしれないが、歴史の
中で学んだ奴隷貿易のイメージが強く影響を及ぼしているように推測される。また変わらないと
答えた 7 名のうち 4 名がイギリスに行きたくないと答え、治安の問題、食事、行きたいというほ
ど魅力を感じないとの理由を挙げた。食事と治安に関してはイギリスに関して肯定的なイメージ
を持ったと答えた回答者も、それを理由にイギリスに行くことは気が進まないと回答した。また
興味深いことに、イギリスに行きたくないと答えた 9 名は全員男子学生であり、女子学生は全員
イギリスに行ってみたいと回答した。
　イギリスに対して肯定的イメージを抱いている学生が 70% を占めるということは、彼らが「否
定」段階を超え、「防衛」「逆防衛」に片足を入れながらも「過少化」にもう一方の足を延ばして
いる状態ではないかと考えられる。イギリスに対して自文化からの価値判断によるイメージを抱
き、優劣をつけることは異文化感受性発達モデルでは自文化中心主義であると言える。アンケー
ト結果から、「現代英米事情」履修者はこの自文化中心主義の目を持ちながら、他文化を見てい
るといえる。その自文化中心主義の中でも個人差はあり、それは上記分析（学生 A、B、C、D、E）
でも明らかである。
5. おわりに
　武蔵野大学教育学部教育学科の英語コースの学生を対象に展開されている科目である「現代英
米事情」では、授業を通して異文化に対する共感力、つまり異文化感受性を伸ばすために体験型
授業を実践している。そのための授業運営として、グループ・プレゼンテーションやグループ・
ディスカッション等のアクティブ・ラーニングを導入し、思考を深める作業を授業に取り入れて
きた。このような取り組みの根拠は Bennett（2003）によるそれぞれの段階への対応方法に因る。
Bennett（2003）は、「否定」段階にある人をサポートするためには、客観的な文化、例えば芸術、
音楽、文学、ダンスや、社会事情（政治、歴史、経済など）を取り扱い、相手国に対する知識
の獲得を促す必要があるとしている。この段階の人にとって文化の違いを経験することは大きな
チャレンジであるため、まずは相手文化がどのようなものであるか、表層的な文化を認識し、さ
らに特定の価値観や信念などを紹介することで、多少なりとも文化の中間層への気づきを与える
というステップを取ることが望ましい（トロンペナールス・ハムデン - ターナー、2001）。
　第 1 回授業内のアンケート調査で多くの履修学生が「否定」段階にあることが見受けられたた
め、授業内で政治、歴史、神話を取り入れ、特定の価値観としてはキリスト教（特に英国国教会）
について触れた。さらに、「防衛」段階にある学生にも対応するために、この段階の人をサポー
トするために必要な対応である相手文化との対比を避け、類似性を強調するという姿勢を示した。
しかしながら、体験することによって深化させることが可能な異文化感受性を、授業内の体験学
習の中だけで可能にすることは容易なことではなかった。「防衛」にある学生は「イギリスの政
治はよくないと思う、身分の高い低いを区別するのはよくない、日本は一応全国民平民だからそ
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ういう国の方がいいと思う」と考え、「防衛」段階にとどまってしまった。今後の課題として体
験学習の時間を取り入れる工夫をすることが考えられる。
　一方、イギリスに対して肯定的イメージになったとする学生が 70% に上り、イギリスに対し
て得た知識を具体的に述べることができるようになったことは、大きな前進である。異文化感受
性は、理論と実践、知識と体験を通して高めることが可能になる。頭だけで異文化（イギリス、
アメリカ）を理解する段階を超え、学生たちが感性として異文化に共感する力である異文化感受
性を深化できるように、本研究の成果を今後の授業運営に繋げていきたい。
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【 付 録 】
イギリスのイメージ調査
1. 今、皆さんの手元にあるのは、4 月の第 1 回授業で描いてもらったイギリスのイメージの絵で
す。その頃から、2 か月半が過ぎました。この間、イギリスの歴史、政治、王室文化、宗教など
について学んできました。その時の自分自身と比べて、イギリスについて、4 月には知らなかった、
わからなかったことで、今、理解できたことにどんなことがありますか？ 5 点書いてください。
1.
2.
3.
4.
5.
2. 以上のことがわかった今、あなたのイギリスという国に対するイメージはどのように変わりま
したか？また変わらなかったですか？変わったとしたらどのように変化しましたか？自由に述べ
てください。
3. イギリスについて学んだ今、イギリスに行ってみたいですか？
（ ）はい  （ ）いいえ
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4, 「はい」と答えた方にお聞きします。行きたいと思う大きな理由は何ですか？
5, 「いいえ」と答えた方にお聞きします。イギリスに行くことに気が進まない理由は何ですか？
6. イギリスの社会と日本の社会を比べてみて、どのような違いに気が付きましたか？
7. その違いについて、あなたはどのように感じますか？
8. その理由は何ですか？
ご協力ありがとうございました。
